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　山岳博物館は今年、開館70周年を迎えました。写真は採食する
ライチョウの親子の様子です。

（７月26日撮影、関連記事は４～５ページ）

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載した行事などの内容が変更となる場合があります

山岳博物館
70周年

主な内容
❷　北アルプス国際芸術祭
❻　令和２年度決算
�　保育園の入園申し込み



■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-85- 　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-0002 長野県大町市大町3500-7（フレスポ内）　 公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261- -4133　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398- 0 町 　 公式ホームページ https://shinano-omachi.jp
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博物館、美術館
名称 特典内容 電話番号

山岳博物館 入館料50円引き 22-0211
劇団四季 浅利慶太記念館 入館料　大人100円引き 23-6112
大町エネルギー博物館 入館料　大人100円 22-7770
アルプス温泉博物館 入館料　大人100円引き 23-2834
重要文化財 旧中村家住宅 入館料　大人200円、小人100円 23-4760
ラ・カスタ ナチュラルヒーリングガーデン 入園料　50％引き 23-3911
西丸震哉記念館 カタログプレゼント 22-1436

収穫体験
名称 特典内容 電話番号

北ヤマト園 手作りジャム50円引き 22-0625

手作り体験
名称 特典内容 電話番号

信州松崎和紙工業 しおり、はがきなどプレゼント 22-0579

お食事どころ
名称 特典内容 電話番号

わちがい りんごジュースまたは地酒おちょこ１杯サービス　※空き状況について要電話確認 23-7363

アウトドア体験
名称 特典内容 電話番号

青木湖アドベンチャークラブ 各種アクティビティ・レンタルなど10％引き
※要電話予約 23-1021 

青木湖クラブ＆ＡＰＣ 体験料金10％引き 080-5141-4035
星湖亭 レンタル料金10％引き、食事料金10％引き 22-1878

温泉、宿泊
名称 特典内容 電話番号

仙人閣 入浴料100円引き 22-3211
温宿かじか 入浴料100円引き、宿泊料（１人につき）1,000円引き 22-1311
七倉山荘 宿泊料（１人につき）1,000円引き 22-4006
湯けむり屋敷 薬師の湯 入館料　大人100円引き 23-2834
上原（わっぱら）の湯 入浴料400円 22-2759
黒部観光ホテル 入浴料（大人）250円引き 22-1520
ぽかぽかランド美麻 入浴料100円引き 29-2030

　大町市内の温泉・体験施設などで作品鑑賞パスポートを提示すると、さまざまな特典が受けられます。営業日・
営業時間は各施設へご確認ください。

作品鑑賞パスポート特典

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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北アルプス国際芸術祭2020-2021

■鑑賞時間を短縮する作品（10作品、全て午後４時30分まで）

ダムエリア ⑯トム・ミュラー 『源泉〈岩、川、起源、水、全長、緊張、間〉』、
⑰磯辺行久 『不確かな風向』

源流エリア ⑱川俣正 『源汲・林間テラス』、�平田五郎 『水面の風景』

仁科三湖エリア �マーリア・ヴィルッカラ 『何が起こって 何が起こるか』、
�杉原信幸 『アルプスの玻璃の箱舟』

東山エリア �青島左門 『いのちの記憶』、�目 『信濃大町実景舎』、
�菊地良太 『尊景のための展望室』、�ヨウ・ウェンフー（游文富） 『心田を耕す』

■夜間も鑑賞できる作品（４作品）

午後７時まで （金・土・日曜日のみ） 源流エリア �マナル・アルドワイヤン 『私を照らす』

午後８時まで （土曜日のみ） 源流エリア ⑲リー・ホンボー（李洪波） 『童話世界』、
⑳松本秋則 『アキノリウム in OMACHI』

午後９時まで （毎日） 市街地エリア ①－aジミー・リャオ（幾米） 
　『私は大町で一冊の本に出逢った』

※⑥淺井裕介 『すべては美しく繋がり還る』は、大町名店街の通路上の作品ですので、照明がある際は常時ご覧いただけます。

　日没時間が早まり暗くなると鑑賞しにくい、駐車場からの移動が難しいなどの一部作品の鑑賞時間を変更します。
同時に、夜間も鑑賞できる作品の鑑賞時間を一部延長します。（下記の作品以外は従来どおり午後５時まで）

11月１日（月）から作品の鑑賞時間を一部変更します

作品の一部をご紹介します　※かっこ内はエリア名

④ニコラ・ダロ
　『クリスタルハウス』（市街地）

�杉原信幸
　『アルプスの玻璃の箱舟』（仁科三湖）

�マナル・アルドワイヤン
　『私を照らす』（源流）

�持田敦子
　『衝突（あるいは裂け目）』（東山）

�エカテリーナ・ムロムツェワ
　『全てもって、ゆく』（東山）

�ヨウ・ウェンフー（游文富）
　『心田を耕す』（東山）

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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1934年 長野県大町市生まれ

1960年 同志社大学第１次ヒマラヤ遠征隊
西ネパール最高峰アピ初登頂

1963年 同志社大学第２次ヒマラヤ遠征隊
サイパル峰初登頂、
ネパール600㎞横断学術調査

1970年 日本山岳会エベレスト登山隊に参加、
日本人初の世界最高峰を極める

　エベレスト登山の功績により第８回秩父宮
記念学術賞受賞、2003年より４年間、日本山
岳会副会長。住友ゴム欧州会社代表取締役会
長兼社長、（株）ダンロップスポーツ代表取締
役会長を歴任。現在、信濃大町観光大使。著
書に『熱き心』ぱるす出版、『エヴェレストが教
えてくれたこと』山と溪谷社　他多数。

　市立大町山岳博物館は、昭和26（1951）年11月１日に誕生し、今年70周年の大きな節目を迎えます。これを
記念し、次のとおり「山岳博物館創立70周年記念式典、記念講演会」をこれまで山岳博物館を支えてきていただい
た皆さんと共に開催しますので、市民の皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時　11月28日（日）　午後１時30分～午後４時
■会場　文化会館　大ホール
■内容

▽オープニング（エベレスト遠征時の映像）

▽式典

▽記念講演会「エヴェレストが教えてくれたこと　～仕事と山と人と～」
　講師　平林克敏氏（信濃大町観光大使、元日本山岳会副会長、大町市出身）
■共催　（公社）日本山岳会、長野県山岳協会
■申し込み　事前に、電話または直接、山岳博物館へ。
■問い合わせ　山岳博物館　℡22-0211　　21-2133　Ｅメールsanpaku@city.omachi.nagano.jp
※当初予定していた姉妹都市オーストリア・インスブルック市の関係者をお招きしての講演会は、海外からの来

日であることから、新型コロナウイルス感染症を考慮し中止としました。

　山岳博物館は、創設時の青年団の抱いた熱い思いを今後も持ち続け、自然と人とが共生するための国際的な目
標であるＳＤＧｓの方針に沿って「21世紀にふさわしい山岳文化の発展と創造」を目指し、これからも地域の教
育文化の向上のためまい進していきます。今後も市民の皆さんと共に歩み、学び、そして市民の皆さんに愛され、
親しまれ、誇りに思っていただけるような山岳博物館であり続けるよう、さらなるご支援、ご協力をいただきま
すようお願いいたします。

記念講演会講師のご紹介

平
ひら

林
ばやし

克
かつ

敏
とし

氏

ウエスタン・クームからのエベレスト

1970年
エベレスト登山隊の一員として
世界最高峰を極める平林克敏氏

山岳博物館は創立70周年を迎えます

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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臨時休館のお知らせ

　12月１日（水）～４年１月14日（金）、
本館のエレベーター改修工事のため
臨時休館します。
※付属園は従来どおり開園

企画展
「山の繪 －山岳風景画さんぱく収蔵コレクション－」

　博物館が再開する４年１月15日（土）から３月27日（日）まで、企画
展を開催します。
　１月16日（日）の午前10時30分、午後２時30分には、１回目の
ミュージアムガイド（20分程度）を実施します。

写真で振り返る山岳博物館の建物の変遷

皇室の方々のご来館

昭和36（1961）年３月　皇太子さま（当時、現上皇陛下）　ご来館
昭和36（1961）年６月　高松宮宣仁さま、秩父宮妃勢津子さま　ご来館
平成３（1991）年10月　秋篠宮さま　ご来館
平成４（1992）年９月　紀宮清子さま（当時）　ご来館
平成４（1992）年９月　皇太子さま（当時、現天皇陛下）　ご来館

博物館の受賞歴

昭和40（1965）年３ 月　秩父宮記念学術賞を受賞
昭和51（1976）年７月　日本動物園水族館協会繁殖賞を受賞（ニホンライチョウ 自然繁殖および人工繁殖）
平成元（1989）年６月　日本動物園水族館協会繁殖賞を受賞（ヨーロッパオオライチョウ 自然繁殖）

初代博物館
（昭和26年～）

平成３年ご来館　秋篠宮さま

２代目博物館
（昭和32年～）

平成４年ご来館
皇太子さま（当時、現天皇陛下）

３代目現在の博物館
（昭和57年～）

昭和36年
カモシカの「岳子」に餌を与える
皇太子さま（当時、現上皇陛下）

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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年
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主
な
事
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未来を育む
ひとが輝くまちづくり経費　197億3,846万円

 市民1人当たり　 74.1万円

　令和２年度の「一般会計」、国民健
康保険や公営簡易水道など三つの

「特別会計」、水道や病院など五つの
「企業会計」の決算が、市議会９月定
例会で認定されました。　　
　それぞれの会計の決算状況をお知
らせします。

市　　　税 市民税や固定資産税など皆さんが
納税したお金

地方譲与税 国税から譲与されたお金（自動車
重量譲与税・地方揮発油譲与税）

地方消費税交付金 地方消費税の市町村への交付金
地方交付税 市の財政力に応じて国から交付さ

れたお金
国庫支出金 事業に対しての国からの補助金など
県 支 出 金 事業に対しての県からの補助金など
繰　入　金 積立金の取り崩し
繰　越　金 前年度の繰越金
市　　　債 事業を行うために銀行などから借

りたお金
諸　収　入 預金利子や貸付金の回収金
そ　の　他 保育料や使用料、寄附金など

　自主財源 市が自主的に収入することができ
る財源

　依存財源 国や県から交付される財源および
市債

歳入総額
205億1,877万円

諸収入
13億8,513万円
6.7％

市債
8億335万円
3.9％

依存財源
132億8,592万円
64.7％

依存財源
132億8,592万円
64.7％

自主財源
72億3,285万円
35.3％

自主財源
72億3,285万円
35.3％

国庫支出金
46億237万円
22.4％

繰越金  6億3,746万円  3.1％
繰入金  6億3,214万円  3.1％

その他の自主財源  4億8,421万円  2.4％

県支出金  9億3,763万円  4.6％
地方消費税交付金  6億5,768万円  3.2％

その他の依存財源
9,849万円  0.5％

地方譲与税
2億477万円  1.0％

市税
40億9,391万円
20.0％

地方交付税
59億8,163万円
29.1％

※各項目で、
端数処理しています。

地域の消費喚起のため
「がんばろう！ 大町応援券」を販売

特別定額給付金 通知の発送作業

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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育
て
や

企
業
誘
致
、
雇
用
・
農
林
業
の
振
興
、

道
路
・
水
路
の
整
備
、
消
防
、
教
育
、

災
害
復
旧
、
市
の
所
有
す
る
公
共
施

設
の
維
持
管
理
事
業
な
ど
で
す
。

　
公
債
費
は
過
疎
対
策
事
業
債
や
合

併
特
例
事
業
債
な
ど
の
返
済
で
す
。

令和２年度

決 算
未来を育む
ひとが輝くまちづくり経費　197億3,846万円

 市民1人当たり　 74.1万円

議　会　費 市議会の運営のための経費
総　務　費 一般事務や財産管理、積立金など

の経費
民　生　費 福祉全般や子育て支援などの経費
衛　生　費 病気予防のための各種検診やごみ

処理などの経費
労　働　費 雇用促進などの経費
農林水産業費 農林業の振興と農道や森林道整備

の経費
商　工　費 企業誘致や商工業、観光振興の経費
土　木　費 道路・水路・公園整備などの経費
消　防　費 消防や防災活動の経費
教　育　費 小・中学校整備や学校教育、生涯

学習、スポーツ振興のための経費
災害復旧費 災害復旧に要した経費
公　債　費 借入金の返済金

歳出総額
197億3,846万円

民生費
42億8,757万円
21.7％

衛生費
24億8,623万円
12.6％

教育費
14億2,259万円
7.2％

土木費
16億3,916万円
8.3％

消防費
4億8,291万円
2.9％
消防費
5億5,122万円
2.8％

公債費
14億635万円
7.1％

災害復旧費
5,444万円
0.3％

商工費
18億2,608万円
9.3％

農林水産業費  6億1,477万円  3.1％
労働費  1億2,602万円  0.6％

議会費  1億4,501万円  0.7％

総務費
51億7,902万円
26.3％

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１

八坂定住促進住宅「栃沢団地」を建設 市内小・中学校の全児童・生徒に情報端末を配備

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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財政指標から見る財政状況

市債残高
　各年度末の市債（市の借金）残高の推移をお知らせします。

年度区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

一般会計 153億円 153億円 147億円
特別会計・企業会計を含む全会計 298億円 287億円 271億円

うち市単独で負担する残高 ※１ 110億円 108億円 99億円
市民１人当たりの額 109万円 106万円 102万円 ※２

市単独で負担する残高に対する
市民１人当たりの額 40万円 40万円 37万円 ※２

※１　市全体の市債残高から地方交付税により国から補てんされる額を除いたもの
※２　２年度末の市民１人当たりの額は、３年３月31日現在の人口（26,630人）を基に算出

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、「健全化判断比率」と「資金不足比率」です。

　実質赤字比率　
　福祉、教育、まちづくりなどを行う市の一般
会計などの赤字の程度を指標化したもの。財政
運営の悪化の度合いを示します。

赤字なし　（前年度：赤字なし）
早期健全化基準　　13.27％

　実質公債費比率　
　一般会計の公債費に、公営企業の公債費への
繰出金などを加えた市全体の実質的な公債費を
指標化したもの。公債費による財政への圧迫の
度合いを示します。

　7.7％　　（前年度：7.1％）
早期健全化基準　　　25.0％

　連結実質赤字比率　
　一般会計などのほか、水道、下水道、病院な
どの公営企業会計を含めた市の全会計での赤字
の程度を指標化したもの。財政運営の悪化の度
合いを示します。

赤字なし　（前年度：赤字なし）
早期健全化基準　　18.27％

　公営企業会計の事業規模に対する資金の不足
の割合を示します。水道事業、温泉引湯事業、
病院事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、
公営簡易水道事業が対象です。

　将来負担比率　
　２年度末時点で今後市が負担するべき公債費、
公営企業の公債費への繰出金、退職手当などの
債務が、将来の財政を圧迫する可能性の度合い
を示します。

48.6％　　（前年度：48.8％）
早期健全化基準 　　350.0％

�前年度：病院事業会計 8 .8％、�
�それ以外の公営企業会計 数値なし�

経営健全化基準　　　20 .0 ％

健全化判断比率４指標

資金不足比率

　令和２年度決算数値は、前年度に引き続き、全ての指標で早期健全化基準を下回りました。今後も
複数年にわたる継続的な行財政改革を進めていきます。また、病院事業会計で一時借入金が残ってい
るなど財政運営上の課題も残されています。これからも事業を厳選しながら、国からの交付税による
措置率が高い有利な市債の活用を図るなど公債費の抑制に努めるとともに、公営企業の経営改善を進
めていきます。

数値なし

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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令和２年度　決算

特別会計

企業会計

　
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
に
始
ま
っ

た
紅
葉
が
徐
々
に
里
へ
下
り
、

い
よ
い
よ
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

る
候
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
は

大
き
く
減
少
し
、
県
内
、
市
内

と
も
に
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
市

で
は
、
先
月
14
日
現
在
、
65
歳

以
上
で
91
・
８
％
、
全
体
で
は

76
・
８
％
の
方
が
２
回
目
を
終

え
ま
し
た
。
ま
だ
接
種
し
て
い

な
い
方
か
ら
の
申
し
込
み
が
続

い
て
お
り
、
今
後
も
集
団
接
種

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
２
回

目
接
種
か
ら
８
カ
月
経
過
し
た

方
か
ら
、
３
回
目
の
追
加
接
種

を
順
次
行
う
こ
と
と
な
り
、
市

で
は
来
年
２
月
頃
か
ら
の
開
始

を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
先

月
８
日
、
停
滞
し
て
い
る
経
済

活
動
を
回
復
す
る
た
め
、
県
、

市
町
村
、
経
済
・
労
働
団
体
が

共
同
で「
社
会
経
済
活
動
の
活

性
化
に
向
け
た
申
し
合
わ
せ
」

を
行
い
、
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
つ
つ
、
外
出
や
会
食
、
県

内
で
の
旅
行
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
積
極
的
に
進
め
る
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
１

０
０
％
の
が
ん
ば
ろ
う
！ 

大

町
応
援
券
第
３
弾
の
引
換
券
を

全
世
帯
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
絶
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

い
つ
再
拡
大
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
て
、
も
と
の
日
常
生
活
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
先
月
17
日
、
徹
底
し
た
感
染

防
止
対
策
の
下
で
、
２
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
大
町
ア
ル
プ
ス

マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
１
６
２
１
人

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
雨
が
上

が
っ
た
秋
の
や
わ
ら
か
い
日
差

し
の
中
、
選
手
は
紅
葉
に
染
ま

り
始
め
た
日
本
陸
連
公
認
コ
ー

ス
を
ひ
た
走
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
月
２
日
に
開
幕
し

た
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
で

は
、
32
の
会
場
に
展
示
さ
れ
た

34
作
品
が
、
来
訪
さ
れ
る
皆
さ

ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
ど

の
作
品
も
大
町
の
魅
力
を
際
立

た
せ
る
秀
作
で
す
。
残
り
３
週

間
、
現
代
ア
ー
ト
の
鑑
賞
に
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　特別会計は、特定の事業を行う場合に、経理を他の会計と区別するため、法律や条例に基づき設置し
ている会計です。大町市には三つの特別会計があり、２年度は全て黒字でした。国民健康保険は10～11
ページに詳しく掲載しています。

会計名 歳入 歳出 差引額

特別
会計

国民健康保険（事業勘定） 29億3,439万円 29億 949万円 2,490万円

後期高齢者医療 3億9,681万円 3億9,600万円 81万円

公営簡易水道事業 1億9,693万円 1億8,529万円 1,164万円

※項目ごと端数処理をしています。

　企業会計は、民間企業と同様に利用料などの事業収益で運営する会計です。大町市には五つの企業会
計があり、２年度は全て黒字でした。

会計名 歳入 歳出 差引額

企業
会計

（収益的収支）

水道事業 5億6,739万円 4億4,359万円 1億2,380万円

温泉引湯事業 6,858万円 5,645万円 1,213万円

公共下水道事業 14億 423万円 10億6,802万円 3億3,621万円

農業集落排水事業 1億4,688万円 9,358万円 5,330万円

病院事業 52億 811万円 46億4,791万円 5億6,020万円

※項目ごと端数処理をしています。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です
【第140回】

接種が進む中で

大町市長　牛越徹

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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みんなで支える国民健康保険
　国保の財政状況
　令和２年度大町市国民健康保険の決算状況をお知らせします。
歳入は29億3,439万円、歳出は29億949万円、差し引き2,490万円でした。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線 422・423・424

２
年
度
の
決
算
状
況

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・
県

支
出
金
、
国
民
健
康
保
険
税（
国

保
税
）で
す
。
歳
出
で
は
、
保
険

給
付
費
が
全
体
の
約
71
％
を
占
め

ま
し
た
。

◆
国
保
税
の
推
移

　
歳
入
の
内
訳
は
、
国
保
税
が
５

億
８
８
３
万
円
で
全
体
の
約
17
％

を
占
め
ま
し
た
。
被
保
険
者
数
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
に
比
べ

約
２
０
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

◆
繰
入
金
の
状
況

　
一
般
会
計
か
ら
２
億
１
３
１
２

万
円
を
国
保
会
計
へ
繰
り
入
れ
ま

し
た
が
、
財
政
赤
字
を
補
て
ん
す

る
法
定
外
繰
り
入
れ（
※
１
）は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
財
政
調
整
基
金

　
県
に
よ
る
平
成
30
年
度
決
算
繰

越
金
の
充
当
や
、
前
期
高
齢
者
交

付
金
の
増
加
に
よ
り
、
事
業
費
納

付
金
が
抑
え
ら
れ
た
た
め
、
単
年

度
収
支
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

基
金
の
活
用
は
必
要
な
く
、
残
高

は
約
３
億
４
９
６
４
万
円
で
す
。

※
１　
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
繰

り
入
れ
の
ほ
か
に
、
市
町
村

独
自
で
国
保
財
政
を
支
援
す

る
た
め
に
行
う
繰
り
入
れ

国・県支出金 国保の運営を補助するための
国・県からの支出金

国民健康保険税 国保に加入している人が負担
している国保税

繰入金 市の一般会計や国保財政調整
基金からの繰入金

繰越金 前年度からの繰越金

その他 高額療養費貸付金の返還金、
国保税の延滞金など

保険給付費 医療費の保険者負担分

事業費納付金 所得や医療費水準に応じて
算出された、県への納付金

保健事業費 特定健診・保健指導、人間ドッ
ク助成などの経費

総務費 運営に必要な事務経費

その他 高額療養費貸付金、基金積立金
（国保財政の安定化を図るため
の積立金）など

国・県支出金
21億5,710万円
（73.5％）

歳入額
29億3,439万円

国民健康保険税
5億883万円
（17.3％）

国民健康保険税
5億883万円
（17.3％）

繰入金
2億1,312万円
（7.3％）

その他　3,416万円（1.2％）

繰越金　2,118万円（0.7％）

保険給付費
20億5,150万円
（70.5％）

保険給付費
20億5,150万円
（70.5％）

事業費納付金
6億8,492万円
（23.5％）

事業費納付金
6億8,492万円
（23.5％）

保健事業費
3,783万円（1.3％）

歳出額
29億949万円

総務費 2,167万円（0.7％）

その他
1億1,357万円
（4.0％）

※各項目で、
端数処理しています。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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◆
保
険
給
付
費
の
推
移

　
歳
出
の
中
で
約
71
％
を
占
め
た

保
険
給
付
費（
皆
さ
ん
が
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
時
な
ど
の
医
療
費

の
う
ち
、国
保
が
負
担
す
る
費
用
）

は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
り

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
２
年
度

は
20
億
５
１
５
０
万
円
と
、
前
年

度
比
で
４
・
14
％（
８
８
５
７
万

円
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。【
図
１
】

　
２
年
度
の
１
人
当
た
り
の
医
療

費
は
、
39
万
２
６
６
４
円（
速
報

値
）で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
対

策
に
よ
る
呼
吸
器
疾
患
の
減
少
や

受
診
控
え
な
ど
に
よ
り
横
ば
い
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
県
平
均
を

２
万
５
７
９
５
円
上
回
っ
て
お
り
、

県
下
に
お
い
て
医
療
費
が
高
い
状

況
で
す
。【
図
２
】

医
療
費
節
約
の
た
め
に

　
病
気
は
進
行
し
て
し
ま
う
と
、

高
度
な
医
療
や
長
期
の
治
療
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定

期
的
な
健
康
診
断
に
よ
っ
て
体
の

異
変
を
早
期
に
発
見
し
、
未
然
に

病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
頃
か
ら
運
動
や
健
康
的
な
食

生
活
を
心
掛
け
、
無
料
の
特
定
健

診
や
保
健
指
導
を
積
極
的
に
利
用

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
体
の
状
態

や
生
活
習
慣
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を

知
り
、
健
康
の
維
持
や
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）で
は

「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持

ち
、
体
の
軽
度
の
不
調
は
自
分
で

手
当
て
す
る
こ
と
」と
定
義
し
て

お
り
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
ほ

ど
で
は
な
い
軽
度
な
不
調
を
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品（
市
販
薬
）を
活
用
し

て
改
善
し
、
健
康
管
理
す
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
は

処
方
箋
が
な
く
て
も
購
入
で
き
る

た
め
、
医
療
機
関
や
薬
局
の
待
ち

時
間
の
節
約
、
医
療
費
の
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

多
剤
服
用
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
薬
は
、
症
状
の
改
善
や
緩
和
に

有
効
な
一
方
で
、
副
作
用
や
ア
レ

ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
場
合
や
、

合
併
症
を
持
つ
人
な
ど
は
重
複
や

過
剰
投
与
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
処

方
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
薬
を
安
全
に
飲
む
た
め
に
、
お

薬
手
帳
は
通
院
し
て
い
る
医
療
機

関
や
薬
局
ご
と
に
作
ら
ず
、
1
人

1
冊
に
ま
と
め
、
医
療
機
関
や
薬

局
に
行
く
際
は
必
ず
持
参
し
て
、

医
師
や
薬
剤
師
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

0
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

3
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
や
住
民
税
の
申
告
で
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１

日
～
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
分
が
対
象
で
、
過
去
の
年
度

分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま

れ
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
申
告
時
に
納
付
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
添
付
書
類
と

な
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」は
、
11

月
上
旬
ま
た
は
来
年
２
月
上
旬

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民

年
金
加
入
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
の
送
付
分

　
今
年
の
１
月
１
日
～
９
月
30

日
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
と
、
年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
人

２
月
上
旬
の
送
付
分

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
で
、10
月
１
日
～

12
月
31
日
に
、
今
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
人

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
月
々
50
円
割

引
と
な
る
早
割
制
度（
当
月
分

保
険
料
を
月
末
に
振
替
納
付
）

や
、
さ
ら
に
割
引
額
が
多
く
な

る
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、

２
年
前
納
と
い
っ
た
振
替
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
け
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
市
民
課
国
保
・
年

金
係
、
ま
た
は
希
望
す
る
金
融

機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
１
・
５
１
５
０

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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来
年
度
の
保
育
園
新
規
入
園
申

し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。保

育
園
と
は
？

　
保
育
園
は
、
保
護
者
が
就
労
や

出
産
、
障
が
い
、
介
護
、
求
職
活

動
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
お
子
さ

ん
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保

育
す
る
施
設
で
す
。
保
護
者
や
同

居
す
る
64
歳
以
下
の
家
族
に
も
要

件
が
あ
り
ま
す
。

　
八
坂
地
区
、
美
麻
地
区
に
お
住

ま
い
で
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に

通
園
で
き
な
い
３
歳
以
上
の
お
子

さ
ん
に
限
り
、
要
件
を
満
た
し
て

い
な
く
て
も
保
育
園
が
利
用
で
き

る「
特
別
利
用
保
育
」が
あ
り
ま
す
。

保
育
時
間
は
？

　
１
日
11
時
間
の「
保
育
標
準
時

間
」と
、８
時
間
の「
保
育
短
時
間
」

が
あ
り
ま
す
。

途
中
入
園
希
望
の
皆
さ
ん
へ

　
令
和
４
年
度
の
中
途
に
入
園
を

希
望
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ

の
期
間
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。（
年
度
中
途
に
育
児
休
暇

が
終
了
し
、
職
場
へ
復
帰
す
る
た

め
に
家
庭
で
保
育
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
や
、
年
度

中
に
出
生
予
定
の
お
子
さ
ん
を
通

園
さ
せ
た
い
人
な
ど
）

入
園
申
込
用
紙
配
布
、

申
し
込
み
の
日
程

　
入
園
申
込
用
紙
の
配
布
は
例
年

保
育
園
で
も
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
た
め
、
今
回
は
市
役
所
の
み

で
実
施
し
ま
す
。

入
園
申
込
用
紙
配
布

　
用
紙
配
布
と
同
時
に
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
時
間

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
都
合

が
つ
か
な
い
人
に
は
、
子
育
て
支

援
課
児
童
係
で
随
時
申
込
書
類
を

お
渡
し
し
ま
す
。

■
期
日

▽
第
１
回　
11
月
16
日（
火
）

▽
第
２
回　
11
月
18
日（
木
）

▽
第
３
回　
11
月
20
日（
土
）

■
時
間　
午
前
10
時
～
11
時

■
会
場　
市
役
所
東
庁
舎　
２
階

東
大
会
議
室

申
し
込
み

　

11
月
16
日（
火
）～
12
月
10
日

（
金
）に
、
郵
送（
必
着
）ま
た
は
直

接
、
子
育
て
支
援
課
児
童
係
へ
。

※
窓
口
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
書
類
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら

か
ら
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
12
月

10
日（
金
）ま
で
に
不
備
の
修
正
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
か
え
で
保
育
園
は
休
園
中
で
す
。

※
し
ら
か
ば
・
ど
ん
ぐ
り
・
た
け

の
こ
・
み
あ
さ
保
育
園
で
は
、
異

年
齢
児
を
同
じ
ク
ラ
ス
で
預
か
る

混
合
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
後
の
日
程（
予
定
）

▽
１
月
中
旬　
体
験
入
園（
令
和

４
年
度
に
２
歳
児
以
上
の
ク
ラ
ス

へ
入
園
希
望
の
お
子
さ
ん
）

▽
２
月　
入
園
説
明
会
・
健
康
診

断
　
園
で
の
生
活
や
入
園
前
の
準
備

に
つ
い
て
、
保
育
園
ご
と
に
説
明

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
入
園
決
定

後
に
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
で
も

新
入
園
児
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
民
間
の
市
内
認
定
こ
ど
も
園
で

も
新
入
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
項
な
ど
は
各
園
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
認
定
こ
ど
も
園

▽
大
町
幼
稚
園

℡
２
２
・
０
６
０
４

▽
こ
ま
く
さ
幼
稚
園

℡
２
２
・
１
１
３
４

▽
り
ん
ど
う
幼
稚
園

℡
２
３
・
２
６
１
１

認
定
こ
ど
も
園
と
は

　
保
育
園
と
幼
稚
園
の
機
能
や
特

徴
を
併
せ
持
つ
施
設
で
す
。
保
護

者
が
働
い
て
い
る
・
い
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
利
用
で
き
、
保
護
者
の

就
労
状
況
が
変
化
し
た
場
合
で
も
、

通
い
慣
れ
た
園
を
継
続
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
情

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
児
童
係

℡
市
内
線
６
８
３

〒
３
９
８

－

８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７

令
和
４
年
度 

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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注
文
し
て
い
な
い
の
に
一
方
的
に

送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
は
直
ち
に

処
分
可
能
に
な
り
ま
し
た
！

　
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
、

令
和
３
年
７
月
６
日
以
降
、
注
文

し
て
い
な
い
の
に
一
方
的
に
送
り

付
け
ら
れ
た
商
品
は
、
直
ち
に
処

分
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
応

❶
商
品
は
直
ち
に
処
分
可
能

　
注
文
や
契
約
を
し
て
い
な
い
に

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、

同
家
庭
教
育
部
会
が
中
心
と
な
り
、

地
域
の
子
育
て
の
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
市
内
各
地
区
で
地
域

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
や
親
子

体
験
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
可
能
な
地
区
と
、
開
催
地
区
に

お
住
ま
い
の
人
の
み
を
対
象
と
し

て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
地

も
か
か
わ
ら
ず
、
金
銭
を
得
よ
う

と
し
て
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ

た
商
品
は
、
消
費
者
は
直
ち
に
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷
事
業
者
か
ら
金
銭
を
請
求
さ
れ

て
も
支
払
い
不
要

　
一
方
的
に
商
品
を
送
り
付
け
ら

れ
た
と
し
て
も
、
金
銭
を
支
払
う

義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
。
仮
に
消
費

者
が
そ
の
商
品
の
開
封
や
処
分
を

し
て
も
、
金
銭
の
支
払
い
は
不
要

で
す
。
事
業
者
か
ら
金
銭
の
支
払

区
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

大
町
地
区

「
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
」

■
日
時　
12
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

２
階　
大
会
議
室

■
内
容　
信
州
大
学
出
前
講
座
に

よ
る
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会

い
を
請
求
さ
れ
て
も
、
応
じ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❸
誤
っ
て
金
銭
を
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
相
談

　
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
商

品
の
代
金
な
ど
を
請
求
さ
れ
、
支

払
い
義
務
が
あ
る
と
誤
解
し
て
金

銭
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
金
銭
は
返
還
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
金
で
住
宅
修
理
が
で
き
る
と

勧
誘
す
る
事
業
者
に
注
意
！

　
自
然
災
害
が
起
き
た
後
、
次
の

よ
う
な
勧
誘
が
増
え
て
き
ま
す
の

■
対
象　
ど
な
た
で
も

■
申
し
込
み　
不
要

■
そ
の
他　
託
児
あ
り
ま
す
。
12

月
10
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
大
町
公
民
館

℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

八
坂
地
区

「
親
子
で
和
凧
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

■
日
時　
11
月
27
日（
土
）　
午
前

10
時
～
正
午

■
会
場　
八
坂
公
民
館

■
内
容　
和
だ
こ
作
り

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の

１
人
暮
ら
し
は
特
に
ご
注
意
を
！

▽
保
険
金
請
求
代
行
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
料（
成
功
報
酬
）や
修
理
費

用
は
、
支
払
わ
れ
る
保
険
金
で
対

応
で
き
る
と
い
う
勧
誘

▽
保
険
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か

確
認
も
し
な
い
ま
ま
、
保
険
金
請

求
手
続
き
の
代
行
を
持
ち
か
け
る

な
ど
の
勧
誘

■
対
応

❶「
保
険
金
を
使
っ
て
自
己
負
担

な
く
住
宅
修
理
が
で
き
る
」と
勧

誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、

加
入
先
の
保
険
会
社
や
保
険
代
理

店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　
八
坂
地
区
に
お
住
ま
い

の
人

■
問
い
合
わ
せ　
八
坂
公
民
館

℡
２
６
・
２
３
８
０

地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
と
は
？

　
心
身
共
に
健
や
か
で
た
く
ま
し

い
子
ど
も
を
育
む
た
め
に
、
今
、

家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
の
在
り

方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
は
、
子
ど
も
が
基
本
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
場
で
あ

り
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
人
々
が
み
ん
な
で
地

❷
保
険
金
の
請
求
は
、
ご
自
身
で

簡
便
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❸
経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
と
知
り

な
が
ら
、
自
然
災
害
な
ど
の
事
故

に
よ
る
損
傷
と
申
請
す
る
な
ど
、

う
そ
の
理
由
で
保
険
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
詐
欺
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
２
６
・
３
２
２
５

域
の
子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み

は
、
世
代
を
超
え
た
交
流
と
な
り
、

子
ど
も
に
と
っ
て
大
事
な
成
長
要

素
と
な
り
ま
す
。

　
親
や
地
域
社
会
が
果
た
す
べ
き

役
割
や
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
具
体

的
な
関
わ
り
方
を
学
ぶ
機
会
と
し

て「
地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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11
月
９
日（
火
）～
15
日（
月
）に
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
器
具

な
ど
火
気
を
扱
う
機
会
が
増
え
る

に
つ
れ
、
こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
こ

の
よ
う
な
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高

め
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、

火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
守
る
た
め
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く

は
住
宅
火
災
で
発
生
し
、
そ
の
う

ち
の
大
半
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
で
す
。
死
者
の
発
生
し
た
火
災

を
時
間
帯
別
に
見
る
と
、
夜
間
の

睡
眠
時
間
帯
に
お
け
る
死
者
が
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
、

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
避
難
行
動
が
遅
く
な
り
が
ち
で

す
。

　
市
・
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
・
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
不
要
農
薬
、
農

薬
空
容
器（
空
ポ
リ
、
ガ
ラ
ス
瓶
、

空
き
缶
）を
回
収
し
ま
す
。

　
不
要
農
薬
・
農
薬
空
容
器
の
回

収
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
Ｊ
Ａ
大
北
各
営
農
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
17
日（
水
）　
午
前

９
時
～
11
時

■
回
収
場
所

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

中
部
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
取
次
所（
旧
美

麻
支
所
）

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、
運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
90
円

▽
一
般
農
薬
…
…
…
…
４
８
０
円

▽
特
殊
農
薬
…
…
…
…
…
…
…
…

８
４
０
０
円
～
１
万
１
２
０
０
円

▽
農
薬
空
容
器
…
…
…
１
９
０
円

▽
特
殊
空
容
器
…
…
…
５
１
０
円

■
持
ち
物　
委
託
処
理
料
金
、印
鑑

（
個
人
と
処
理
業
者
間
で
委
任
状

火
災
警
報
器
の
設
置
・
確
認
を

　
火
災
対
策
は
、
火
の
用
心
と
共

に
、
早
期
に
火
災
を
発
見
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
こ
の
対
策
の
一

つ
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
あ
り
ま
す
。
新
築
住
宅
に
対
す

る
設
置
義
務
化
が
始
ま
っ
た
平
成

18
年
以
降
、
住
宅
火
災
に
お
け
る

死
者
数
は
減
少
を
続
け
て
い
る
な

ど
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す

が
、
設
置
か
ら
年
数
が
経
過
し
て

い
る
警
報
器
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
日
頃
か
ら
電
池
、
作
動

の
確
認
な
ど
を
行
い
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
適
切
に
作
動
す
る
よ
う

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
に
お
け
る
出
火
防
止
や
消

火
・
避
難
な
ど
を
効
果
的
に
行
う

た
め
、
安
全
装
置
が
あ
る
暖
房
器

具
や
住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置

も
有
効
で
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
火

災
を
出
さ
な
い
こ
と
、
万
が
一
火

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
上
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
荷
造
り
す
る
。

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分

け
て
荷
造
り
す
る
。
特
に
肥
料
袋

は
他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使

用
し
十
字
に
束
ね
る（
荒
縄
、
針

金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

▽
空
容
器
は
必
ず
き
れ
い
に
洗
い
、

ふ
た
と
容
器
を
分
別
す
る
。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
地
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

中
部
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

災
が
発
生
し
た
ら
、
早
期
に
発
見

し
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、

住
宅
防
火
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
家
族
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。１

１
９
番
の
日

　
11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

で
す
。
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
防
火
防
災
意

識
の
高
揚
お
よ
び
地
域
ぐ
る
み
の

防
災
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
62
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
１
９
番
の
日
は
、
皆
さ
ん
と
消

防
と
の
結
び
付
き
を
象
徴
す
る
ダ

イ
ヤ
ル
番
号
に
ち
な
ん
だ
も
の
で

す
が
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
１
１

９
番
通
報
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
大
町
消
防
署

℡
２
２
・
０
１
１
９

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
の
お
知
ら
せ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

不
要
農
薬
、
農
薬
空
容
器
の
回
収

「
お
う
ち
時
間 

家
族
で
点
検 

火
の
始
末
」

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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～長野県大町建設事務所より継続的に情報を発信します～

　松本糸魚川連絡道路の大町市街地区間における「幅の細いルート帯案」と「評価項目
案」について、９月22日から24日にかけて４回の住民説明会を開催し、延べ173人の
皆さまにご参加いただきました。
　説明会では三つの幅の細いルート帯案、各ルート帯を評価するための評価項目と評
価の視点、今後の予定について説明し、ご意見をいただきました。

説明会での主なご意見
■ルート帯について

▽災害に強く、地域が分断されない道にしてほしい。

▽上一北周辺は渋滞するので改善してほしい。

▽オリンピック道路の改良と思っていた。なぜ現道ではだめなのか。

▽現道活用や平面交差も検討してほしい。

■事業の必要性について

▽安曇野で４kmが区間決定した。大町も早急に進めてほしい。

▽今の道で十分。

▽松糸が必要との声を聞いたことがない。

■景観について

▽ＣＧを使った完成イメージ図で説明をしてほしい。

▽評価に当たり、景観、自然を重視し、景観が壊れないようにしてほしい。

■その他

▽この計画を知らない人が多い。

▽もっと若い人が議論に参加できるようにしてほしい。

　その他のご意見と県の見解はまとまり次第、大町建設事務所ホームページにてお知
らせいたします。
　なお、これまでの説明会の資料や皆さまからいただいたご意見および県の見解は、
大町建設事務所ホームページにてご覧いただけます。

（https://www.pref.nagano.lg.jp/omachiken/shisaku/matuito1.html）

幅の細いルート帯の住民説明会を開催しました

■問い合わせ　大町建設事務所整備・建築課計画調査係　℡23-6534(直通)
　Ｅメールomachiken-matsuito@pref.nagano.lg.jp

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備
松本糸魚川連絡道路ニュース　　Vol.33

長野県PRキャラクター「アルクマ」
©アルクマ

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー

文
化
祭
出
展
を
目
指
し
木
彫
を
学
ぶ

楽
し
い
木
彫
講
座
を
開
催

芸
術
祭
前
に
花
壇
を
整
備

ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

新
た
な
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

審
議
会
に
諮
問

　
大
町
公
民
館
は
９
月

26
日「
楽
し
い
木
彫
講

座
」を
同
館
で
開
催
し
、

５
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
座
は
彫
刻
刀
を
使

用
し
た
木
彫
制
作
を
通

じ
て
芸
術
文
化
に
親
し

む
と
と
も
に
、
文
化
教

養
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、

　
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
は
９
月
25
日
、
ジ
ュ
ニ

ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
大
町
公
民
館
分
室
と
市

街
地
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

や
役
員
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
自
ら
考
え
て
行
動
す

る
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
社
会
性
や
協
調

性
な
ど
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
小
学
５
年
生

か
ら
中
学
生
ま
で
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
高
校
生
以
上
で

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
指
導
す
る
立
場
で
す
。

　
当
日
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
15
人
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

４
人
、
役
員
５
人
が
参
加
し
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
物
づ
く
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
10
月
２
日
開

幕
の
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭（
ア
ー
ト
会
期
）を

前
に
駅
前
広
場
公
園
と
下
仲
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

に
あ
る
花
壇
の
整
備
を
行
い
、
建
設
課
の
職
員
か

ら
花
の
手
入
れ
方
法
を
聞
い
た
後
、
花
壇
周
辺
の

ご
み
拾
い
や
枯
れ
た
花
び
ら
の
摘
み
取
り
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

物
づ
く
り
研
修
で
は
、
地
区
の
子
ど
も
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
下
級
生
と
楽
し
む
簡
単
な
物
の

作
り
方
を
学
び
、
万
華
鏡
や
モ
ー
タ
ー
、
コ
マ
を

実
際
に
作
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が「
大

町
を
訪
れ
る
人
に
大
町
は
き
れ
い
な
所
だ
と
言
わ

れ
る
く
ら
い
頑
張
っ
て
整
備
し
た
」「
作
り
方
を
学

ん
だ
万
華
鏡
や
コ
マ
を
家
に
帰
っ
て
か
ら
作
っ
て

み
た
い
」な
ど
と
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
市
は
９
月
30
日
、
大
町
市

観
光
振
興
審
議
会
に
対
し
、

大
町
市
観
光
振
興
計
画
原
案

に
対
す
る
提
言
に
つ
い
て
諮

問
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
目
指
す
観
光
振

興
の
姿
を「
稼
げ
る
観
光
地
」

「
観
光
客
と
市
民
が
満
足
す

る
観
光
地
」と
す
る
観
光
振

興
計
画
を
平
成
30
年
度
に
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
期
間
が

今
年
度
ま
で
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
～
６
年
度
の
３

年
間
を
期
間
と
し
た
新
た
な

木
彫
作
家
の
千
國
由
美
さ
ん
＝
平
・
西
原
＝

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
コ
ス
モ
ス
や
カ
タ
ク
リ
な
ど
が

描
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
画
の
中
か
ら
自
分
が
彫

る
作
品
の
図
柄
を
選
ん
だ
後
、
デ
ザ
イ
ン
画

を
木
の
板
に
写
す
絵
付
け
の
や
り
方
や
彫
刻

刀
の
使
い
方
を
学
び
な
が
ら
作
品
作
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
沢
渡
長
子
さ
ん
＝
常
盤
・
上
一

＝
は「
昨
年
の
文
化
祭
で
見
た
木
彫
作
品
に

感
動
し
、
自
分
も
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
参

加
し
た
。
見
本
通
り
に
仕
上
げ
文
化
祭
に
出

展
す
る
こ
と
が
目
標
」と
話
し
ま
し
た
。

計
画
を
今
年
度
末
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
日
は
第
１
回
の
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、

観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、
地
域
振
興
局
、

旅
行
事
業
者
、
交
通
事
業
者
な
ど
13
人
に
委

員
を
、
有
識
者
２
人
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委

嘱
し
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
計
画
の
素
案

が
示
さ
れ
、
こ
れ
を
元
に
今
後
３
、
４
回
の

会
議
を
重
ね
て
、
来
年
３
月
の
答
申
に
向
け

て
提
言
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　
委
嘱
書
を
手
渡
し
た
牛
越
市
長
は「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
世
の
中
が
大
き
く

様
変
わ
り
し
価
値
観
の
多
様
化
が
加
速
す
る

中
、
重
要
な
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
転

換
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
ご
助
言
を
い

た
だ
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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ときめきマイ・シティー

人
権
教
育
講
演
会
を
開
催

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を
実
施

市
内
に
あ
る
美
術
作
品
を
集
め
た

美
術
展
を
開
催

　
市
教
育
委
員
会
は
10
月
２
日
、
バ
イ

オ
リ
ン
演
奏
家
の
牧
美
花
さ
ん
を
講

師
に
招
き「
人
権
教
育
講
演
会
」を
常

盤
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
人
権
問
題
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
社
会
を
取
り
巻
く

現
状
を
学
び
、
人
権
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
の
牧
美
花
さ
ん
は
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
左
手
が
動
か
な
い
ハ
ン
デ
ィ

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
絶
え
間
な
い

努
力
に
よ
り
通
常
と
は
逆
の
右
手
に

バ
イ
オ
リ
ン
を
持
つ
演
奏
方
法
に
よ

り
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
各
地
で
演
奏

　
市
は
10
月
５
日
、
県
と
県
建
築
士
会
と
の

３
者
合
同
に
よ
り
、
市
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震

で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
り
小
学
生

が
犠
牲
と
な
っ
た
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
す

る
な
ど
、
古
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
現
行
基
準
に

適
合
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊

に
よ
る
事
故
が
絶
え
な
い
こ
と
か
ら
、
市
内

の
道
路
に
面
す
る
危
険
性
の
高
い
塀
を
把
握

し
、
所
有
者
に
よ
る
補
修
や
撤
去
に
つ
な
げ

て
い
く
取
り
組
み
と
し
て
今
年
度
か
ら
安
全

点
検
を
始
め
ま
し
た
。

　
市
、
市
教
育
委
員
会
、
美
術
展
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

in
信
濃
大
町
実
行
委
員
会
は
10
月
２
日
～
17
日
に
、
美
術

展
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
in
信
濃
大
町
を
文
化
会
館
の
特

設
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

で
、
地
域
に
根
差
す
文
化
事
業
と
し
て
、
現
在
活
躍
し
て

い
る
地
元
作
家
の
作
品
や
市
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
秀
作

を
展
示
し
、
市
民
の
美
術
へ
の
関
心
を
高
め
、
芸
術
文
化

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
企
画
し
ま
し
た
。

　
今
回
は「
山
を
想
へ
ば
」を
テ
ー
マ
に
、
山
を
描
い
た
作

品
な
ど
58
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
従
来
作
品

や
今
回
の
美
術
展
に
合
わ
せ
た
新
作
の
ほ
か
、
大
町
市
出

身
の
岳
人
・
文
人
で
あ
る
百
瀬
慎
太
郎
に
焦
点
を
合
わ
せ

た
特
集
展
示
な
ど
を
設
け
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
じ
っ
く

り
と
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

陶
芸
作
品『
翔
風
』

を
出
展
し
た
相
澤
正

樹
さ
ん
は「
初
め
て
北

ア
ル
プ
ス
を
見
た
時

の
感
動
や
、
山
の
美
し

さ
を
表
現
し
た
作
品
。

朝
か
、
夕
方
か
、
も
や

が
掛
か
っ
て
い
る
の

か
、
見
る
人
そ
れ
ぞ
れ

感
じ
方
が
違
う
と
思

う
が
、
山
の
柔
ら
か
い

イ
メ
ー
ジ
で
心
を
和

ま
せ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
講
演
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
牧
さ
ん
は「
音
楽
と
人
と
の
出
会
い
に
支
え
ら

れ
て
」と
題
し
た
講
演
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
い

始
め
て
か
ら
の
体
験
談
や
、
子
ど
も
の
頃
に
い
じ

め
に
あ
っ
た
経
験
な
ど
を
話
し
、
参
加
者
は
人
権

の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら「
バ
イ
オ
リ
ン
を
思
う
よ
う
に
弾

け
な
か
っ
た
と
き
、
ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
」と

聞
か
れ「
何
度
も
辞
め
た
い
と
思
っ
た
が
、
演
奏

を
聞
い
て
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
て
励
み
に
な
っ

た
」と
話
し「
小
学
生
の
時
に
課
題
が
で
き
ず
い
じ

め
ら
れ
死
を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
姉
に
説

得
さ
れ
生
き
る
力
、
勇
気
を
も
ら
っ
た
。
そ
の
時

の
印
象
が
強
く
心
に
残
っ
て
い
る
」と
、
お
姉
さ

ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
ま
し
た
。

　
安
全
点
検
は
市
内
の
人
口
集
中
地
区
内
の
道

路
沿
い
に
あ
る
塀
に
つ
い
て
、
塀
の
高
さ
、
基

礎
の
有
無
、
傾
き
や
ひ
び
割
れ
な
ど
を
確
認
す

る
外
観
点
検
と
、
鉄
筋
探
査
機
に
よ
る
鉄
筋
の

有
無
、
鉄
筋
の
間
隔
な
ど
を
確
認
す
る
内
部
点

検
を
行
い
、
危
険
性
の
高
い
塀
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
震
や
災
害

に
備
え
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
行
い
ま
す
。

　
安
全
点
検
を
受
け
た
所
有
者
の
女
性
は「
以

前
の
地
震
に
よ
り
塀
の
一
部
が
壊
れ
た
こ
と
が

あ
り
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
人
や
自
転
車
、
車

の
通
り
が
多
く
心
配
し
て
い
た
が
、
点
検
を
し

て
も
ら
い
安
心
し
た
。
補
修
な
ど
に
使
え
る
補

助
金
が
あ
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
○135

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）の
木
々
は
赤
や

黄
色
に
紅
葉
し
、
す
っ
か
り
秋
の
森
へ
と
姿
を
変
え
ま
し
た
。
森

の
中
が
１
年
で
一
番
華
や
か
に
な
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
今
の
時
期

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
ぜ
ひ
、
秋
の
自
然
や
イ
ベ
ン
ト
を
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

謎
解
き
ゲ
ー
ム

「
森
の
探
偵
事
務
所
」file2

盗
ま
れ
た
ケ
ー
キ
を
探
し
出
せ
！

　
秋
の
公
園
を
舞
台
に
し
た
謎
解

き
ゲ
ー
ム
の
第
２
弾
が
ス
タ
ー

ト
！ 

い
く
つ
の
謎
が
解
け
る
か

な
!?

■
期
間　
11
月
23
日（
火
）ま
で

■
場
所　
入
口
広
場

■
定
員　
各
回
先
着
16
人

■
料
金　
５
０
０
円

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

秋
の
森

グ
ル
メ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

紅
葉
し
た
森
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
！ 

秋
の
味
覚
た
っ
ぷ
り
の
お

や
き（
14
日
）や
、
旬
の
リ
ン
ゴ

（
21
日
）も
味
わ
え
る
欲
張
り
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

■
期
日　
11
月
14
日（
日
）・
21
日

（
日
）

▽
受
付　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
受
付
場
所　
入
口
広
場

■
定
員　
各
日
先
着
１
０
０
人

ミ
ニ
Ｆ

－

１

　

人
気
の
電
動
カ
ー
が
登
場
！ 

上
手
に
運
転
で
き
る
か
な
!?

■
日
時　
11
月
20
日（
土
）・
21
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時

※
雨
天
中
止

■
場
所　
入
口
広
場

■
定
員　
各
日
先
着
２
０
０
人

■
料
金　
１
０
０
円

落
ち
葉
か
き
を
し
よ
う
①

　
公
園
の
落
ち
葉
か
き
作
業
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
作
業
の
後
は
、

あ
っ
た
か
焼
き
芋
を
振
る
舞
い
ま

す
。

■
日
時　
11
月
23
日（
火
）

午
後
１
時
～
３
時　
※
雨
天
中
止

■
定
員　
先
着
20
組

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

落
ち
葉
か
き
を
し
よ
う
②

　
公
園
の
落
ち
葉
か
き
作
業
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
集
め
た
落
ち
葉

は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
持
ち
帰
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
良
質
な
腐
葉
土
の

材
料
に
お
薦
め
で
す
。

■
日
時　
11
月
29
日（
月
）

午
前
10
時
～
正
午　
※
雨
天
中
止

■
定
員　
先
着
20
組

■
そ
の
他　
休
園
日
の
た
め
入
園

料
不
要

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
公
園
内
施
設

の
利
用
制
限
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

中
止
・
変
更
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
来
園
の
際
に
は
、
公

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無

料
で
す
が
、
入
園
料
は
必
要
で
す

（
中
学
生
以
下
無
料
）。

▽
申
し
込
み
の
掲
載
の
な
い
も
の

は
、
当
日
直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前

の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ム

　
レ
ー
ザ
ー
銃
を
使
っ
て
楽
し
む

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
開

催
！ 

紅
葉
し
た
森
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
走
っ
て
、
隠
れ
て
、
的
を

狙
い
撃
て
！

■
日
時　
11
月
14
日（
日
）

①
午
前
11
時
～
、
②
午
後
１
時
～
、

③
午
後
３
時
～　
※
雨
天
中
止

秋の味覚たっぷりの
おやきを振る舞い（14日）

ミニＦ－１

シューティングゲーム

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

総合体育館

そば打ち講座
　今年の年越しそばは、ご自分の「手打ち
そば」でいかがですか。自分で打ったそば
の味は格別です。シンプルですが奥の深い
そば打ちをマスターしましょう。

■日時　12月１日・８日・15日・22日　
水曜日
午後１時30分～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア
軽運動室

■定員　先着８人
■講師　小山守彦さん（そば華会）
■費用　4,000円（材料費）
■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、そ

ばを持ち帰る容器、筆記用具
■申し込み　11月10日（水）～24日（水）に、

電話または直接、平公民館・女性
未来館ピュアへ。

ピュアコンサート＆
地域子育てセミナー
　　　ー歌とお話のおくりものー
　コロナ禍で過ごす日々、ほんのひととき心に寄
り添える音楽と歌とお話で秋の一日を楽しみませ
んか。申し込み不要です。

■日時　11月20日（土）　午前10時30分～正午

▽開場　午前10時
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂
■内容　「歌とお話の仲間」の皆さんによる音楽と

お話の玉手箱

パーソナルトレーナーによるトレーニング講座（後期）
　自宅でもできる筋力強化の運動を行います。ストレッチや自重トレーニングを中心としたメニューで、
特に怠りがちな体の後背面に働き掛け全身をすっきりさせましょう。各回完結の講座で、毎回の参加も
可能です。参加者（20～70代）からは「柔軟性や筋力が向上した」「肩凝り・腰痛が解消した」「基礎体温が
上がった」などの声が寄せられています。

■日時　12月９日（木）・22日（水）、来年１月７日（金）・18日（火）、２月２日（水）・15日（火）・25日（金）、
３月９日（水）・24日（木）　午前10時～正午　※午前９時45分集合

■会場　総合体育館　大アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の人　各回先着30人程度

※定員に達しない場合は市外からの参加も受け付けます。
■費用　500円／回（施設利用料、保険料など）
■持ち物　上履き用運動靴、飲み物、タオル　運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　各開催日の２日前までに、費用を添えて直接、総合体育館へ。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線22-0694 ※託児あります（生後６カ月以上）。
　事前にお申し込みください。

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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社公民館

手づくりクリスマスリース講座
　リースを手作りして、
おうち時間を豊かに過ご
しませんか。イギリスの
伝統的な手法で、生花を
使ったクリスマスリース
です。

■日時 11月16日（火）
午後１時30分～３時30分

■会場　社公民館　大展示室
■定員　先着10人
■講師　奥原ゆかりさん

（TOKIWA FLOWERS代表）
■費用　3,000円（材料費）　※当日集金
■持ち物　エプロン、剪定ばさみ（花切りばさ

み）、ビニール風呂敷（80cm×80cm
程度）、筆記用具

■申し込み　11月10日（水）までに、電話また
は直接、社公民館へ。

体力Upエクササイズ講座
　ストレッチ・リズム体操を組み合わ
せた体力向上プログラム。運動不足に
なる冬を前に、自宅でもできるエクサ
サイズを習ってみませんか。寒くなる
時期ですが、感染症対策のため室内の
換気を随時行います。参加無料です。

■日時　11月26日～12月24日の毎週
金曜日　全５回
午後１時30分～３時

■会場　社公民館
■定員　先着15人
■講師　太田陽子さん

（健康づくりトレーナー）
■持ち物　ヨガマット（なければバス

タオル）、タオル、飲み物　
運動のできる服装でご参加く
ださい。

■申し込み　11月15日（月）までに、
電話で、社公民館へ。

■その他　託児あります。事前にお申
し込みください。

文化財センター

令和３年度 第７回文化財講座
県内有数の巨大山城「木舟城」を探る 第２弾with「青木城」
　県内最大級の城域を誇る巨大山城「木舟城」は、からめ手である東側の八坂方面と密接に連携していま
す。今回は東側にある出城「青木城」からのルートで「木舟城北城」の主要部を巡ります。「青木城」周辺の
不思議な地形についても解説します。八坂公民館との共催講座で、参加無料です。

■日時　11月13日（土）　午前９時～正午　※雨天中止
■案内　伊藤悦男さん（元大町図書館長）、太田勝一（山岳博物館専門員）、勝野実（文化財センター所長）
■定員　先着30人
■申し込み　11月12日（金）までに、電話または直接、文化財センターへ。
■その他　 ▽当日は、相川トンネル西側の相川展望台脇の県道残地へお越しください。出来る限り乗り
　　　　　　合いでお願いします。
　　　　　 ▽山道を歩きます。歩きやすい靴・服装でご参加ください。
■問い合わせ　文化財センター　℡・有線23-4760

クリスマスリース
イメージ

■問い合わせ　社公民館　℡・有線22-0378

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり



21 広報おおまち　2021.11

情報ステーション
nformationIhttps://www.city.omachi.nagano.jp/

市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

お知らせ 募集

お知らせ

お知らせ

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
を

無
料
診
断

　
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の

一
環
と
し
て
、
既
存
住
宅
な
ど
の
省
エ

ネ
改
修
を
促
進
す
る
た
め
に
、
一
定
の

知
識
、
技
術
を
習
得
し
た
建
築
士
に
よ

る
、
今
お
住
ま
い
の
住
宅
の
省
エ
ネ
性

能
の
無
料
診
断
と
改
修
の
提
案
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（「
建
築
物
の
省
エ
ネ

改
修
サ
ポ
ー
ト
制
度
」で
検
索
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
公
社
）

長
野
県
建
築
士
会（
受
託
事
業
者
）

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
０
５
６
１

里
親
相
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
生
ま
れ
た
家

庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
を
、
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

温
か
い
愛
情
の
中
で
育
て
て
く
れ
る
人

を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　
中
信
地
区
里
親
会
で
は
、
里
親
制
度

や
里
親
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
会
は
、
今
後
も
定
期
的
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
最
新
の
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
22
日（
月
）　
午
後
１
時
～

３
時

■
会
場　
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
の

体
験
談
、
映
像
視
聴
、
個
別
相
談
な
ど

■
申
し
込
み　
当
日
ま
で
に
電
話
で
、

松
本
児
童
園
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
児
童
園

℡
０
２
６
３
・
４
７
・
０
５
９
０

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
市
内
線
６
８
５
・
７
５
７

令
和
４
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
記
載
通
知

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ

た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
で
す
。

　
裁
判
員
は
、
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候

補
者
名
簿
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
こ

の
名
簿
は
、
毎
年
、
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
無
作
為
に
選
ん
だ
人
の
名
簿
を
基
に

全
国
の
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
、
令
和
４

年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
は
、
11

月
中
旬
ご
ろ
裁
判
所
か
ら
通
知
が
送
ら

れ
ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事

件
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
来
年
２
月
ご
ろ
か
ら
の
約

１
年
間
の
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、

あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
長
野
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
庶
務
係

℡
０
２
６
・
４
０
３
・
２
０
０
８

秋
の
一
斉
清
掃

11
月
28
日（
日
）午
前
７
時
～

　
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど
を
地
域

で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
日
に
実
施
で
き
な
い
自
治
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
土
砂
の
受
け
入
れ
や
粗
大
ご

み
な
ど
の
有
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
終
了
後

の
慰
労
会
の
自
粛
な
ど
の
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、

作
業
範
囲
の
見
直
し
や
短
時
間
で
済
ま

せ
る
な
ど
、
中
止
も
含
め
て
各
自
治
会

で
ご
判
断
く
だ
さ
い
。

一
斉
清
掃
で
出
た
土
砂

■
受
け
入
れ
場
所
と
時
間　
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク（
高
根
町
）　
午
前
７
時
～
11
時

■
注
意
事
項　
一
般
の
埋
め
立
て
ご
み

の
搬
入
を
希
望
す
る
人
は
、
11
月
26
日

（
金
）ま
で
に
、
生
活
環
境
課
で
搬
入
許

可
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
な
ど

■
受
け
入
れ
場
所
と
時
間　

大
町
リ

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク（
旧
環
境
プ
ラ
ン
ト
、

社
・
山
下
）　
午
前
７
時
～
11
時

■
処
理
料
金

▽
一
斉
清
掃
で
出
た
木
の
枝
な
ど
の
燃

え
る
物
、
空
き
缶
・
瓶
類
な
ど
の
燃
え

な
い
物（
要
分
別
）…
…
…
…
…
…
無
料

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
66
円
／
㎏

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
３
３
０
円
～
／
個

▽
古
タ
イ
ヤ（
自
動
車
）

…
…
…
…
…
…
…
…
１
５
０
円
～
／
本

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家
電

（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）

…
…
…
…
…
３
０
０
０
円
程
度
～
／
台

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な
り
ま

す
。

■
注
意
事
項　
こ
の
日
は
、
北
ア
ル
プ

ス
エ
コ
パ
ー
ク
と
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

で
の
資
源
物
の
受
け
入
れ
は
行
い
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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お知らせ

お知らせ

リ
サ
イ
ク
ル
本
を
提
供
し
ま
す

　
大
町
図
書
館
で
一
定
期
間
を
過
ぎ
た

本
や
雑
誌
な
ど
の
資
料（
除
籍
資
料
）の

ほ
か
、
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
て
お
預

か
り
し
て
い
る
本
な
ど
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
無
償
提
供
し
ま
す
。
１
人
１
日
１

回
、
何
冊
で
も
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

ま
す
。
た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
期
間　
11
月
２
日（
火
）～
28
日（
日
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了

■
場
所　
大
町
図
書
館　
１
階　
正
面

玄
関
ホ
ー
ル

■
注
意
事
項

▽
持
ち
帰
る
た
め
の
袋
や
箱
は
、
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

▽
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
大

量
の
持
ち
帰
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
大
町
図
書
館

℡
・
有
線
２
１
・
１
６
１
６

人
権
教
育

「
映
画
会
お
よ
び
講
話
」

　
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
懇
談
会
で

は
、
差
別
の
な
い
社
会
に
向
け
、
同
和

問
題
を
正
し
く
理
解
し
差
別
が
生
ま
れ

た
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
催
し
を
開

催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無

料
で
す
。

■
日
時　
11
月
29
日（
月
）　
午
後
３
時

30
分
～
４
時
45
分

■
会
場　
常
盤
公
民
館

■
内
容

▽
人
権
・
同
和
教
育
に
関
わ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
明
治
維
新
と
賤
民
廃
止
令
』視
聴

▽
部
落
解
放
同
盟
大
町
市
協
議
会
長 

小
林
仁
さ
ん
の
お
話

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当

℡
市
内
線
６
２
３

11
月
12
日
～
25
日

「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
・
被
害
者

の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
こ
と
に
つ

い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口

▽
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー（
県
）

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
５
７
１
０

平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分

▽
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー“
あ
い

と
ぴ
あ
”

℡
０
２
６
６
・
２
２
・
８
８
２
２

一
般
相
談　
火
～
土
曜
日　
午
前
９
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽「
女
性
相
談
・
男
性
相
談
」（
市
、
要

予
約
）℡
市
内
線
８
３
０

毎
月
第
２
木
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後

３
時

毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

■
問
い
合
わ
せ

▽
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
男
女
共
同
参

画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
８
３
０

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
市
内
線
６
８
６

“
あ
い
と
ぴ
あ
”

さ
ん
か
く
セ
ミ
ナ
ー

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
防
止

～
暴
力
の
な
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
～

　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー“
あ
い

と
ぴ
あ
”が
開
催
す
る
、
い
ろ
い
ろ
な

テ
ー
マ
か
ら「
男
女
共
同
参
画
」に
つ
い

て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待

の
な
い
社
会
に
向
け
て
、
家
庭
や
地
域

社
会
で
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
ま
す
。

■
日
時　
11
月
27
日（
土
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
受
講
方
法

①
オ
ン
ラ
イ
ン（Zoom

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
使
用
）

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
会
場

（
市
役
所
東
庁
舎　

２
階　
東
大
会
議

室
）で
受
講

■
定
員

①
先
着
40
人

②
先
着
30
人

■
講
師　
高
祖
常
子
さ
ん（
子
育
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）

■
申
し
込
み

①
11
月
16
日（
火
）ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー“
あ
い
と
ぴ
あ
”へ
。

②
11
月
19
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
直
接
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
男
女
共

同
参
画
・
人
権
政
策
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー“
あ
い

と
ぴ
あ
”

℡
０
２
６
６
・
２
２
・
５
７
８
１

Ｅ
メ
ー
ルaitopia@

pref.nagano.
lg.jp▽

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
男
女
共
同
参

画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
８
３
０

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

情報ステーション

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ
大
町
商
工
会
議
所
青
年
部

創
立
30
周
年
記
念
講
演
会

　
サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ（
株
）澤
田

元
充
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
郷
土

大
町
市
の
誇
り
と
可
能
性
を
見
つ
め
直

す
た
め
、今
年
稼
働
し
た「
サ
ン
ト
リ
ー

天
然
水 

北
ア
ル
プ
ス
信
濃
の
森
工
場
」

が
ど
の
よ
う
に
日
本
全
国
あ
ま
た
の
候

補
地
か
ら
選
ば
れ
た
の
か
、
誕
生
と
そ

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
再
認
識
し
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
機
会
と
し
ま

す
。

■
日
時　
11
月
12
日（
金
）　
午
後
２
時

30
分
～
３
時
50
分

■
会
場　
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
申
し
込
み　
前
日
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
大
町
商
工
会
議
所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
大
町
商
工
会
議
所

℡
２
２
・
１
８
９
０

県
最
低
賃
金　
８
７
７
円

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」

は
現
在
、
時
間
額
８
７
７
円
で
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の
労
働

時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金
で
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
な
ど
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
５

▽
大
町
労
働
基
準
監
督
署

℡
２
２
・
２
０
０
１

大
北
地
域
士
業
合
同
相
談
会

　
士
業（
税
理
士
、司
法
書
士
、弁
護
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、社
会
保
険
労
務
士
）

に
よ
る
無
料
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
日
時　
11
月
13
日（
土
）　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階

会
議
室

■
相
談
内
容　
税
金
、
各
種
登
記
、
法

律
、
相
続
贈
与
、
土
地
測
量
、
労
務
関

係
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
税
理
士
会
大
町
支
部

支
部
長　
川
上
雅
嗣

℡
６
２
・
３
４
１
３

蔵
の
音
楽
館
利
用
調
整
会
議

　
令
和
３
年
度
後
期
分
の
利
用
調
整
会

議
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
24
日（
水
）　
午
後
６
時

30
分
～

■
会
場　
大
町
公
民
館
分
室　
２
階

学
習
室
２
・
３

■
利
用
調
整
期
間　
４
年
１
～
６
月

■
対
象

▽
週
の
う
ち
、
曜
日
を
決
め
て
定
期
的

に
活
動
し
て
い
る
人

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て
定
期

的
に
活
動
し
て
い
る
人

▽
利
用
計
画
が
あ
り
、
特
に
今
回
調
整

し
て
ほ
し
い
人

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

大
町
市
土
地
改
良
区

総
代
総
選
挙

11
月
14
日
告
示
・

11
月
21
日
投
票

　
12
月
７
日
任
期
満
了
に
伴
う
大
町
市

土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
を
行
い
ま
す
。

■
第
１
選
挙
区（
平
地
区
）　
16
人

■
第
２
選
挙
区（
大
町
地
区
）　
13
人

■
第
３
選
挙
区（
社
地
区
）　
９
人

■
任
期　
４
年

■
投
票
で
き
る
人　
大
町
市
土
地
改
良

区
の
組
合
員

■
候
補
の
届
け
出

▽
受
付
期
間　
11
月
14
日（
日
）・
15
日

（
月
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
受
付
場
所　
市
役
所
本
庁
舎　
３
階

第
４
会
議
室

■
候
補
者
届
け
出
の
事
前
審
査

▽
受
付
期
間　
11
月
８
日（
月
）ま
で

▽
受
付
場
所　
大
町
市
土
地
改
良
区
事

務
所

■
問
い
合
わ
せ

大
町
市
土
地
改
良
区
事
務
所

℡
２
２
・
５
５
４
２

Ｅ
メ
ー
ルm

idori-net.om
achi

@
ceres.ocn.ne.jp

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　昨年４月に大阪府
から大町市に移住し
た野口由美子さん

（40）をご紹介しま
す。現在、沖縄県の
弦楽器・三線奏者と
して活動する野口さ
んに三線との出会いや魅力、また大町市への移住
のきっかけなどをお聞きします。

 放送日   …… 7日（日）・14日（日）　午後8：45

　健康ワン・ポイント～市中央保健センターから～

　大町市中央保健センター管理栄養士の丸山敦美
さんから「食中毒の予防」についてお話しいただき
ます。冬場に多くなるノロウイルス食中毒など、
家庭での予防方法について自分でできることを確
認しましょう。

 放送日   ……… 4日（木）・11日（木） 午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

知識ゼロからの空き家対策［不動産］
…………………………杉谷範子、名和泰典／著
母親からの小包はなぜこんなにダサいのか
[日本の小説］ ………………………原田ひ香／著
80歳、歩いて日本縦断［旅行紀］
………………………………………石川文洋／著
尿酸値リセット 薬に頼らず痛風発作が防げる！

［医学］ ………………………………細谷龍男／著
男も育休って、あり？[育児エッセイ］
………………………………………羽田共一／著

－新着図書（子ども向け）－

カピバラのだるまさんがころんだ［日本の絵本］
…………… 中川ひろたか／作　柴田ケイコ／絵
５さいからはじめるしょうぎ［室内あそび］
…………………………………… 杉本昌隆／監修
青いつばさ［外国のおはなし］
………… シェフ・アールツ／作　長山さき／訳
古典がおいしい！ 平安時代のスイーツ［料理］
…………………………前川佳代、宍戸香美／著
大きな写真で楽しむ はじめてのわくわく図鑑 
動物編［動物］ ……………………新宅広二／監修

キャサリン・Ｄ・ヒューズ／著

－11月の推薦図書－

トヨタの会議は30分 ～ＧＡＦ
ＡＭやＢＡＴＨにも負けない
最速・骨太のビジネスコミュ
ニケーション術～　すばる舎
山本大平／著
　社内でのコミュニケーション
術について、実際にトヨタマンとしてビジネス
人生の基礎を築いた著者が、愛を持って振り返
りつつ分析、一般に紹介する１冊です。

ドラえもん科学ワールド 未来
をつくる生き物と技術　小学
館　藤子・F・不二雄／まんが
藤子プロ、高分子学会バイオ
ミメティクス研究会、ＮＰＯ
法人バイオミメティクス推進
協議会／監修
　まんがと解説で楽しく科学を学ぶ人気シリー
ズ「ドラえもん科学ワールド」。 今回は、動植
物の姿や能力、その仕組みをまねて物作りをす
る技術「バイオミメティクス」を取り上げました。

－11月の催し－

おはなしの森………… 6日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや…… 9日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
………………………18日（木）　午前10時～正午
おりがみ教室………………20日（土）　午前11時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊第一中学校　こぶし祭…………… 1日～14日
＊仁科台中学校　蓮華祭…………… 1日～14日
＊くるみ保育園　運動会…………… 1日～14日
＊こまくさ幼稚園　運動会………… 1日～14日
＊美麻小中学校　梨の木祭…………15日～28日
＊八坂中学校　やまびこ祭…………15日～28日
＊定例記者会見………………………22日・23日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10：00

＊はなのき保育園　運動会………… 1日～14日
＊あすなろ保育園　運動会…………15日～28日
＊一中リレー…………………………29日～
＊仁中リレー…………………………29日～

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム

ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

ケーブルテレビ 11月の番組から図書館だより

有線放送 11 月の番組から

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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室 編
集

法 律 16日・30日 火曜日 13:00～16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

●譲ります
▽シングルベッド（約５年前購入、ほぼ未使

用、Ｌ200㎝×Ｗ85cm） …………… 無料
●譲ってください

▽犬移動用ケージ（中型犬用） ………… 格安
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任に
おいて行ってください。「広報おおまち」が届
く前に交渉が成立することがあります。市
ホームページに詳しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463

固定資産税・都市計画税…………… 第３期
国民健康保険税……………………… 11月分
後期高齢者医療保険料……………… 11月分
保育料・保育所給食費……………… 11月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……… 11月分
学校給食費…………………………… 第７期
上下水道料・簡易水道料…………… 11月分

納期限は11月30日（火）

総人口 26,497（－ 26） 転入 61
男 12,886（－ 9） 転出 70
女 13,611（－ 17） 出生 13

世帯数 11,900（－ 4） 死亡 30
※10月１日現在、（　）内は前月比

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の

ア
ー
ト
会
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
か
ら
来

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
大
町
市

の
風
景
・
歴
史
な
ど
か
ら
受
け
た
着
想
を
、
個
性

豊
か
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
来
場
し
た
皆
さ
ん
は「
お
お
！
」と
歓
声
を
上
げ

た
り「
面
白
い
ね
」「
見
に
来
て
よ
か
っ
た
」と
感
想

を
口
に
し
た
り
と
、
お
の
お
の
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
芸
術
祭
と
同
時
期
に
開
催
し
て
い

る「
信
濃
大
町
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
る
県
外
在
住
の
人
も
お
り
、

大
町
市
の
フ
ァ
ン
が
さ
ら
に
増
え
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

結 婚
13日・27日

土曜日
13：00～17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

法 律
（ 要 予 約 ）

9日（火）
13：00～15：30

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=愛川直秀弁護士（次回は12月14日　浅川清実弁護士）

行 政

24日（水）
9：00～12：00 市八坂支所

行政管理係
☎ 市 内線 51124日（水）

9：00～12：00 美麻公民館

年 金
（ 要 予 約 ）

18日（木）
10：00～15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-31-5038

日本政策金融
公庫（要予約）

18日（木）
13：30～16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

11日（木）
10：00～15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 83025日（木）

9：00～12：00

育 児
30日（火）

9：30～11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

15日・29日
月曜日

13：00～16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

15日・29日
月曜日

13：00～15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

25日（木）
13：30～15：30

池田町
総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30～17：00

総合福祉センター
まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談

（ 要 予 約 ）
18日（木）

13：30～17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎ 市 内線 542

人 権 18日（木）
10：00～16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

11 月の有料相談（要予約）

不用品交換コーナー

11 月の納税など

人の動き

11 月の無料相談

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00～17:00）

3日（水）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

7日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

14日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

21日（日）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

23日（火）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
せりざわクリニック 池田町 ☎ 62-3000
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

28日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00～11:00、診療時間9:00～12:00）
3日（水） 平林歯科医院 東　町 ☎ 22-1149

7日（日） きらり歯科医院 松川村 ☎ 62-0005

14日（日） 宮下歯科医院 上仲町 ☎ 22-0297

21日（日） 師岡歯科 池田町 ☎ 62-9781

23日（火） 砂田歯科医院 高見町 ☎ 22-0648

28日（日） 岡江歯科医院 松川村 ☎ 62-9888

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 ～ 17:30）
3日（水） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

7日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

14日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

21日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

23日（火） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

28日（日） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
　新型コロナウイルスの感染防止対策が困難なため、当
分の間、休診します。詳しくは、北アルプス広域連合ホーム
ページをご覧いただくか、お問い合わせください。
■問い合わせ　北アルプス広域連合総務課　℡22-6764

長野県小児救急電話相談
　夜間のけがや急病などの際、応急対処の方法や受診の要
否などについて助言を行います。
■電話番号　局番なしの#8000または0263-34-8000
■時間　午後７時～翌日午前８時（毎日）

　（公財）長野県市町村振興協会では、市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の
収益金を財源に「地域活動助成事業」を行っています。この事業は、宝くじの
普及広報を行うこと、コミュニティの健全な発展を図ることを目的に、自治
会などのコミュニティ活動に必要な設備の整備に助成しています。
　青具自治会では、この助成事業を活用し、地域の伝統文化継承のため、老
朽化した獅子頭の購入、太鼓・神楽みこしの修復を行いました。青具自治会
の神楽ばやしは長年途絶えていましたが、ＵターンやⅠターンの若者が復活
させ、地域の活性化が図られています。今後も新しくなった祭典備品を活用
し、地域の絆を深めていきます。
■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡市内線830

青具自治会祭典備品
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宝くじの助成金で整備

マスク・発熱時外出控えなどの感染対策を 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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